
本日のアジェンダ

なぜ業務の効率化が必要か？
業務改善の進め方について
さが介護業務効率化サポートセンターの活用



介護職員が足りない
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労働条件等の悩み、不安、不満等（複数回答）
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人手が足りない
仕事内容のわりに賃金が低い

身体的負担が大きい
精神的にきつい

業務に対する社会的評価が低い
有給休暇が取りにくい

健康面（新型コロナウイルス等の感染症、怪我）の不安がある
休憩が取りにくい

労働条件・仕事の負担について特に悩み、不安、不満等は感じていない
夜間や深夜時間帯に何か起きるのではないかと不安がある

労働時間が不規則である
介護業務と医療行為の境めが分かりにくいため不安である

労働時間が⾧い
福祉機器の不足、機器操作の不慣れ、施設の構造に不安がある

キャリアアップの機会がない
その他
無回答

雇用が不安定である
不払い残業がある・多い

仕事中の怪我などへの補償がない
無期雇用職員に慣れない

n=21,325

出典）公益財団法人介護労働安定センター「令和6年度介護労働実態調査介護労働者の就業実態と就業意識調査結果報告書」をもとに作成
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佐賀県_介護人材需給ギャップ（人）
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出所）厚生労働省「第９期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数（都道府県）をもとに作成
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不足

介護職員の必要数（需要）

現状推移シナリオによる介護職員数(供給）

2040年には約4,600人の介護人材が不足する

2022 2026 2040

※介護職員の必要数
市町村により第９期介護保険事業計画に位置付けられたサービス見込み量等に基づく推計

※現状推移シナリオによる介護職員数
近年の入職、離職の動向等による推計 （令和６年度以降に追加的に取り組む新たな施策の効果は基本的に含まれていない）

不足



「１４年後、本当に困るのは何か」



「画像生成にAIを使用しています」
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業務改善・テクノロジーに期待されること

効率化 質の向上両立





課題の見える化

意見を言う人はいつも同じ人になっていないか

我慢強く何も言わず働いている人はいないか

全員で課題を出し合える機会を持とう



課題分析

課題を分析しよう

例）入浴介助に時間がかかる。

〇〇に時間がかかる。⇒理由：事前の声かけなし・着替えの準備・手順が決まってない…な
ど



課題解決

解決方法を検討しよう

業務が効率的ではない理由を検証して、その理由を改善できる方法⇒手順書・テクノロジー機器など
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おわりに


